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現場で生かせる環境対策の知識と動向特集

養豚の友　2021年 ４月号

畜
産
業
界
に
お
け
る
堆
肥

問
題

比
較
的
、
規
模
の
大
き
い
畜
産
事
業
経

営
者
の
方
か
ら
「
家
畜
ふ
ん
の
処
理
が
う

ま
く
進
ま
ず
飼
育
場
周
辺
に
滞
留
し
て
し

ま
い
、
大
き
な
環
境
問
題
と
な
り
対
応
に

苦
慮
し
た
こ
と
で
よ
う
や
く
目
が
覚
め
た
」

と
の
苦
労
話
を
よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。

一
方
、
滞
留
し
た
家
畜
ふ
ん
を
焼
却
処

分
す
る
の
は
処
分
費
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

大
量
の
Ｃ
Ｏ
２
が
排
出
さ
れ
る
た
め
地
球

環
境
問
題
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
さ
れ
て
い

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
家
畜
ふ
ん
を
貴
重
な
資
源
と
し

て
利
活
用
す
る
取
り
組
み
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
資
源

循
環
型
農
業
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
家

畜
ふ
ん
を
有
機
肥
料
と
し
て
農
地
に
還
元

す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
は

家
畜
ふ
ん
を
発
酵
処
理
し
、
粉
状
の
有
機

肥
料
と
し
て
農
地
に
散
布
す
る
と
い
う
処

理
が
多
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

粉
状
で
は
少
し
風
が
強
い
だ
け
で
粉
ぼ
こ

り
に
な
っ
て
飛
散
す
る
難
点
が
あ
り
、
ハ

ペ
レ
ッ
ト
生
産
の
特
長

１
、
微
生
物
菌
や
酵
素
が
活
き
活
き
と
し

た
状
態
で
ペ
レ
ッ
ト
化

一
対
の
ダ
イ
ス
が
回
転
し
て
原
料
を
押

し
出
す
構
造
（
ツ
イ
ン
ダ
イ
ス
式
）
を
用

い
て
お
り
、
低
温
で
の
造
粒
（
50
℃
以
下
）

が
可
能
で
す
（
図
）。
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堆肥の利活用を支える
ペレット化装置の性能と効果

㈱垣内

ン
ド
リ
ン
グ
に
お
い
て
も
取
り
扱
い
の
容

易
な
ペ
レ
ッ
ト
が
格
段
に
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
で
減
容

効
果
も
実
現
で
き
る
た
め
、
有
機
肥
料
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
海
外
へ
の

輸
出
で
も
優
位
性
を
発
揮
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
ペ
レ
ッ
ト
化
に
よ
る
有
機
肥

料
生
産
に
最
も
適
し
て
い
る
の
が
当
社
の

「
粒

り
ゅ
う

造ぞ
う

く
ん
」
で
す
（
写
真
１
）。
以
下
に
、

そ
の
特
長
や
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

写真１　「粒造くん」の導入風景

図　造粒機型式説明図（比較）
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そ
の
た
め
、
微
生
物
菌
や
酵
素
を
活
か

し
た
状
態
で
原
料
の
圧
砕
や
磨
砕
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

圧
力
で
は
な
く
回
転
に
よ
っ
て
ペ
レ
ッ

ト
を
作
り
出
す
方
式
の
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト

生
産
に
必
要
な
消
費
電
力
量
を
大
幅
に
削

減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

２
、
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
自
動
運
転
が
可

能
一
度
、
原
料
を
投
入
す
る
と
、
そ
の
後

は
無
人
で
の
自
動
運
転
が
可
能
で
す
。

ペ
レ
ッ
ト
生
産
終
了
後
は
自
動
的
に
機

械
が
停
止
し
ま
す
の
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

な
ど
に
要
す
る
コ
ス
ト
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
ま
す
。
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表１　「粒造くん」の費用対効果

他社製品 ㈱垣内製品 ポイント

ペレット生産量 1 1.23 ㈱垣内製　８時間フル稼働、
　　　　　孔掃除が不要

電気使用量 1 0.32 ㈱垣内製　37kw/h
他社製　  115kw/h

５年間使用比較 ①ペレット生産量 : 当社製が生産量で 2,040 ｔ上回る。
②使用電力料金 : 当社製が電気代を 1,150 万円削減できる。

※他社製品を１として指数化

表２　機種別仕様

名称 生産能力
（㎏ /時間）

造粒孔径
（mm）

ダイス径
（mm）

本体外形寸法（mm） 電動機容量
（kw）

本体重量
（㎏）幅（W）奥行（D）高さ（H）

粒造くん 平均 1,000 φ 4,3,5,6,7,10 φ 600 1,460 2,050 1,950 37 3,400

粒造くん
ジュニア 平均 500 φ 4,5,6,7,8 φ 400 1,300 1,850 1,750 22 1,900

粒造くん
ベビー 平均 300 φ 6,8 φ 300 1,000 1,270 1,510 5.5 × 2 1,200

粒造くん
ミニ 平均 200 φ 6,8 φ 200 570 910 1,050 5.5 480

※生産能力は、平均は発酵鶏ふんを造粒した時の値です。原料によっては大幅に生産能力が変わ
ります。生産量を保証する値ではありません。

３
、
故
障
が
少
な
く
、
ほ
ぼ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー

30
年
以
上
前
に
「
粒
造
く
ん
」
を
導
入

さ
れ
た
大
規
模
な
養
豚
農
場
に
お
い
て
、

問
題
な
く
稼
働
し
て
い
る
例
が
多
く
あ
り

ま
す
。
部
品
の
定
期
的
な
交
換
以
外
は
ほ

ぼ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
、
毎
日
の
始

業
、
終
業
時
の
ダ
イ
ス
孔
掃
除
も
不
要
な

た
め
、
フ
ル
操
業
（
始
業
か
ら
終
業
ま
で
）

が
可
能
で
す
。

４
、「
粒
造
く
ん
」
の
費
用
対
効
果

当
社
の
独
自
調
査
結
果
に
よ
る
他
社
製

の
ペ
レ
ッ
ト
化
装
置
と
比
較
し
た
費
用
対

効
果
の
デ
ー
タ
は
表
１
の
通
り
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
体
制

１
、
造
粒
テ
ス
ト

お
客
様
か
ら
豚
ぷ
ん
な
ど
の
原
料
を
送

っ
て
い
た
だ
き
、
長
年
に
亘
り
蓄
積
さ
れ

た
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
原
料
の
水
分

量
な
ど
を
調
整
し
、
ペ
レ
ッ
ト
化
し
ま
す
。

完
成
し
た
ペ
レ
ッ
ト
製
品
と
原
料
の
分

析
デ
ー
タ
を
一
緒
に
お
返
し
し
、
テ
ス
ト

結
果
を
確
認
で
き
ま
す
。

２
、
導
入
を
決
定
し
た
場
合

当
社
の
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
据

付
、
運
転
開
始
、
運
転
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
を
一
貫
し
て
や
り
と
り
し
ま
す
の

で
安
心
で
す
。

３
、
安
心
で
き
る
品
質
管
理
体
制
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
化
の
推
進

国
内
約
３
０
０
台
の
販
売
実
績
が
あ
り
、

製
品
品
質
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ

ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
対
す
る
迅
速
な

対
応
、
投
入
原
材
料
に
起
因
す
る
故
障
な

ど
に
も
適
切
に
対
応
で
き
る
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
粒
造
く
ん
」
本
体
の
機
能
強
化
を
進

め
、
お
客
様
と
の
間
で
使
用
実
績
や
消
耗

部
品
の
適
切
な
使
用
方
法
、
交
換
時
期
な

ど
に
つ
い
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
サ
ー

ビ
ス
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

４
、
お
客
様
が
求
め
る
生
産
能
力
に
応
じ

て
４
機
種
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

「
粒
造
く
ん
」
に
は
４
機
種
が
あ
り
、

例
え
ば
時
間
当
た
り
４
０
０
０
㎏
以
上
の

生
産
が
必
要
な
お
客
様
に
は
「
粒
造
く
ん
」

４
台
配
置
の
プ
ラ
ン
ト
図
面
を
提
案
す
る

な
ど
柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
す
（
表
２
）。
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５
、
国
な
ど
の
補
助
事
業
の
効
果
的
な
導

入
、
優
遇
税
制
の
適
用

「
粒
造
く
ん
」
の
導
入
に
際
し
て
、
農

林
水
産
省
の
「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」

や
経
済
産
業
省
の
「
モ
ノ
づ
く
り
補
助
事

業
」
な
ど
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
税
制
優
遇
の
対
象
機
種
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
即
時
償
却
な
ど
の

適
用
に
必
要
な
証
明
書
な
ど
を
速
や
か
に

発
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

関
連
製
品
、
分
野
の
強
化

１
、造
粒
し
た
ペ
レ
ッ
ト
を
冷
却
す
る「
ひ

え
た
君
」
の
開
発
、
製
品
化

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー(

外
気)

を
有
効
に
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写真２　「ひえた君」 写真３　「ひえ造くん」

写真４　プラントの一般的な写真

活
用
し
た
ペ
レ
ッ
ト
冷
却
装
置
を
２
０
１

５
年
に
開
発
、
製
品
化
し
ま
し
た
（
写
真

２
）。短

時
間
で
の
冷
却
や
再
発
酵
の
防
止
、

省
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
既
に
30

台
以
上
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
現
場
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

２
、
二
つ
の
技
術
を
一
体
化
し
た
新
商
品

「
ひ
え
造
く
ん
」
の
開
発
、
製
品
化

「
造
粒
＋
冷
却
」
の
機
能
を
備
え
た
ユ

ニ
ッ
ト
型
の
複
合
機
と
し
て
２
０
２
０
年

に
開
発
、
製
品
化
し
ま
し
た
（
写
真
３
）。

省
ス
ペ
ー
ス
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
え
、

ペ
レ
ッ
ト
搬
送
ル
ー
ト
の
短
縮
を
図
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ペ
レ
ッ
ト
の
型
崩
れ
を
防

ぎ
、
粉
塵
の
発
生
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

３
、
周
辺
装
置
の
開
発
に
よ
る
プ
ラ
ン
ト

総
合
力
の
強
化

「
原
料
を
貯
留
し
、
切
り
出
す
ホ
ッ
パ

ー
」、「
粉
塵
を
回
収
で
き
る
集
塵
機
」、「
異

物
を
ふ
る
い
分
け
る
ト
ロ
ン
メ
ル
」
な
ど

の
付
帯
装
置
を
当
社
で
設
計
、
製
作
す
る

こ
と
で
、
お
客
様
の
工
場
設
備
を
最
大
限

に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
（
写
真
４
）。

４
、
海
外
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
輸
出
の
取
り
組

み
昨
年
に
は
、
当
社
の
造
粒
設
備
を
導
入

さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
お
客
様
が
生
産
さ
れ
た
ペ
レ
ッ

ト
を
高
知
県
に
一
旦
集
積
し
た
上
で
、
ベ

ト
ナ
ム
に
輸
出
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
み
重

ね
な
が
ら
、
ペ
レ
ッ
ト
の
海
外
輸
出
の
可

能
性
、
採
算
性
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。お

わ
り
に

当
社
で
は
、「
粒
造
く
ん
」
を
中
心
と
し

た
有
機
肥
料
ペ
レ
ッ
ト
分
野
で
の
取
り
組

み
を
強
化
し
、
２
０
２
５
年
に
は
、
国
内

№
１
の
メ
ー
カ
ー
だ
と
皆
様
か
ら
評
価
さ

れ
ま
す
よ
う
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


